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省資源・省エネルギーのために，材料表面の高機能化が有効です。表面修飾技術の発展が

不可欠で，その技術を支える原料および機能付与法の開発が重要です。工学院大学発の技

術である化学的湿式法の分子プレカーサー法は，溶液を塗布した基板への熱処理または光

照射で簡便に機能性薄膜を形成できる方法です。分子プレカーサー溶液には比較的安定な

金属錯体が分子レベルで溶解しており，ポットライフが年単位に及ぶ安定な溶液です。形成し

た膜は，基板によく密着しています。この分子プレカーサー法で形成した薄膜の建材への応用

例を紹介します。
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1. 簡便で安価な機能性薄膜形成方法

2. 長期間保存可能な溶液，均一でムラのない優れた塗布性

3. 既存のものや大面積に機能付与が可能

4. 熱処理や光照射前ならば水で洗い流すことが可能

ガラス透明ヒーター

電圧を印加させて

発熱ヒーターとして

動作します。ガラス

が母材であること

から，無色透明で

耐候性が高いです。

光誘起超親水性付与
塗布，光照射で無色透明の光誘

起超親水性膜を形成できます。

防汚性を付与できます。

薄膜リチウムイオン電池
＆エレクトロクロミック調光
ガラス

電圧を印加することで，着脱色

します。同時にリチウムイオン

電池としても動作するためエネ
ルギーを貯蔵できます。


